
自然誌シンポジウム
〈春の展示関連行事〉

日　時：平成 28年 5月 21日（土）　10：00～16：15
場　所：千葉県立中央博物館　講堂
対象及び定員：中学生以上　150 名（当日先着順）
参加費：無料
　［問合せ先］千葉県立中央博物館地学研究科　Tel. 043-265-3879

千葉県を含む首都圏で利用されている火山性石材について、切り出しや
利用などの産業・文化的な側面と石材の形成過程など自然科学的な側面
の２つの面からアプローチし、それぞれ専門家からご講演いただきます

第 1部　石材の切り出しと利用状況
　・10:10~11:00　講演 1「花崗岩石材の利用状況」
　　　　　　　　　　　　　　乾　 睦子氏（国士舘大学）
　・11:10~12:00　講演 2「凝灰岩石材の利用状況」
　　　　　　　　　　　　　　赤司 卓也氏（中央博サークル ヒスイの会）
　昼休憩
　・13:00~13:50　講演 3「房州石の切り出しと利用」
　　　　　　　　　　　　　　鈴木 裕士氏（金谷ストーンコミュニティー）
第 2部　石材をつくり出した火山活動
　・14:00~14:50　講演 4「東北日本弧の火山活動と島弧の成長史」
　　　　　　　　　　　　　　吉田 武義氏（東北大学名誉教授）
　・15:00~15:50　講演 5「伊豆・小笠原弧の火山活動と島弧の成長史」
　　　　　　　　　　　　　　藤岡 換太郎氏（神奈川大学）
　討　論

千葉県立中央博物館

「火山と石材」
カザンくん

セキザイさん


